
福島原子力発電所事故由来の難固定核種の新規ハイブリッド固化への挑戦と 

合理的な処分概念の構築・安全評価 

（1）全体概要 

Challenge of Novel Hybrid-waste-solidification of Mobile Nuclei Generated in Fukushima Nuclear Power 

Station and Establishment of Rational Disposal Concept and its Safety Assessment 

(1) Overview of the project 
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福島第一原子力発電所事故で発生した廃棄物の廃棄体化と処分、安全評価を繋げた検討が必要となっ

ている。ハイブリッド固化体より核種閉じ込めの多重化、長期評価モデルの信頼性向上、処分概念具体

化と潜在的有害度及び核種移行の観点から処分後の被ばく線量評価、安全評価を実施し、安全かつ合理

的な廃棄体化法、処分方法構築を目指している。 
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1. 緒言 多様な廃棄物の中で特に問題となり得る難固定性のかつ長期被ばく線量を支配するヨウ素、高毒

性のα核種のマイナーアクチノイドに注目し、処分を見据えた廃棄物合成について検討を開始した。 

2. 研究概要 図 1 に研究概要を示した。既往研究を参考にしながら多様な模擬廃棄物を合成し、1 次固化体、

ハイブリッド固化の検討を進めている。発表では本研究の重要な点と各テーマの推進について概説する。 
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図 1 全体概要と研究
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